













The purpose of this study is to formulate a hypothesis about the attributes of people and factors that infl uence the mo-
tivation for university students’ future works with foreign customers and partners in recent globalization, and to confi rm 
the credibility of the hypothesis through survey and analysis for 319 university students. In this survey, approximately 
56% of Japanese students have the motivations for their future works with foreign customers and partners, and about 
50% wish to stay overseas while they are students. It is confi rmed that attributes of students with high motivation to 
globalization characterize four psychological tendencies, “behaving pro-actively”, “putting emphasis on achieving the 
purpose”, “deciding based on judging criteria among themselves”, and “acting in accordance to process and schedule”. 
By extracting the attributes of people and factors that increase the motivation for globalization, the design of the univer-
sity system which motivates students was discussed.






Study on the factors that affect university students’ motivation for the globalization, and 








数は 2015年に 1974万人，2016年に 2403万人，2017年に 2869万人となり，前年比 19.3％増の過去最多と


























図 3　Litwin & Stringerの統合理論のフレームワーク




K. Briggs & I. Myers（1962）は C. G. Jung（1921）の心理学的タイプ論（Psychological Type）をベース




C. G. Jung（1921）の心理学的タイプ論（Psychological Type）のもう一つの発展形として Rodger Bailey
が開発し，S. Charvet（1995）が全世界に向けて普及をした The Language and Behavior Profi le（LAB 






ンが変容する。Godin & Siros（1995）は LAB Profi leの統計的信頼性に関して，「職業を決定する」という




























ル１は Pavlov, I.の古典的条件づけ，Watson, J. B.の S-R心理学，Thorndike, E.L.の効果の法則などの行動
主義の理論に該当する。モデル 2は Hull, C.L.による S-O-R理論などの新行動主義や Skinner, B.F.のレスポ
ンデントとオペラントという概念を取り入れた行動分析学が当てはまる。
図 4　大学生のグローバル化についての要因群とモチベーションおよび行動の関係
モデル 1，モデル 2をさらに発展させたものが図 5に示すモデル 3であり，本研究の調査・分析のための
基本モデルとなる。このモデルは「人はモチベーションを持ち，要因群の刺激を受けて反応するが，その



























共栄大学国際経営学部の IT，英語，スポーツ，多文化関連の授業を履修した学生に対して 2017年 7月か







LAB Profi leの 4つのカテゴリー（主体性，方向性，判断基準，選択理由）に関する項目は Q4で調査をした。
Q1これまでのあなたの海外経験を選んでください（海外滞在経験がない場合は Q3より回答して下さい）
（1-1）トータル海外滞在期間








































































ちの強さが，LAB Profi leにより分類された学生の心が持つ 4つのカテゴリー（主体性，方向性，判断基準，
選択理由）が持つ 8つのパターン（主体行動型×反映分析型，目的志向型×問題回避型，内的基準型×外的
基準型，オプション型×プロセス型）とどのように関係しているかを表している。






























P値（両側）＝ 1.09E-09＜ 0.05（有意水準）よって帰無仮説 H0（分散は等しい）を棄却して対立仮説 H1
を採択する。よって「主体行動型と反映分析型のモチベーションに違いがある」。
仮説 2～ 6についても仮説 1と同様なプロセスに従い，検定を実施した。仮説 7に関しては表 11の実測
度数からカイ二乗値＝ 1.54，自由度 1の境界値＝ 3.84，P値＝ 0.22を算出し，P値＝ 0.22＞ 0.05（有意水準）
により仮説 7は棄却され，「過去の海外滞在経験と在学中の海外滞在の希望との間には関係性はない」とい
う結論になった。































































働きたいというグローバル化へのモチベーションを持ち（表 8），日本人学生の 133名（約 50％）が在学中
の海外滞在を希望していること（表 6）がわかった。日本人学生が持つ人の属性については主体性，方向性，
判断基準，選択理由の 4つカテゴリーがグローバル化へのモチベーションに影響を与えていることがわかっ
た（図 6，表 2，表 10）。そして，高いモチベーションを持つ日本人学生は各カテゴリーにおいて「主体的
に行動する主体行動型」，「目的を達成することに重きを置く目的志向型」，「自分の中に判断基準があり自分
で決定する内的基準型」，「プロセスやスケジュールに従って行動するプロセス型」というパターンを持つこ
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